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Services and R&D,Software Products、
Hardware領域全てを含む産業。本稿
ではIT産業とほぼ同意とする。
■ 用 語 説 明 ■
















































































































図表１　インド IT 産業の市場規模と対 GDP 比の推移（*2007 年度は推定値）
※ ハードウェアを含む。各 Phase は図表２に対応。
出典 : 参考文献 3）を基に科学技術動向研究センターにて作成
年代 発展段階 業務形態 主な業務場所 備考
1985-1995 Phase I 欧米企業の下請け オンサイト 低コストが魅力
1995-2000 Phase II 下請けから開発業務へ オンサイト
品質、 生産性も認知され
る
2000-2005 Phase III セキュリティの高い開発も オフショア
セキュリティの高さも認知
される


























































































































米 IBM 2006 ～ 2009 年に 60 億ドル
米 Microsoft 2005 ～ 2009 年に 17 億ドル
米 Cisco 2006 ～ 2009 年に 11 億ドル
米 Intel 10 億ドルの投資 ( インドベンチャーファンドへの投資 2.5 億ドルを含む )
独 SAP 2000 万ユーロ
米 Dell 2006-2009 年に 3000 万ドル
独 BOSCH 今後 3 年間に 2 億ドル
米 Boeing 整備関連施設に 1 億ドル、 シミュレータ等の訓練支援設備に 8500 万ドル以上









■ 用 語 説 明 ■









































































































































































































































出典 : 参考文献 15）を基に科学技術動向研究センターにて作成
（a） セグメント別シェア （売上高 11 億ドル） （b） 輸出比率
注３ インド・ソフトウェア・サー
ビス企業協会(National Association of 
Software and Service Companies)。
1,100社以上のメンバー企業(うち250
社は海外企業)からなる業界団体。
■ 用 語 説 明 ■
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究 機 関 を 結 ぶ ”Biotechnology 

















































































































IISc Bangalore 構造バイオインフォマティクス、 分子設計など。
Jawaharlal Nehru UNIV. New Delhi
ゲノミクス。 計算機バイオロジーおよびバイオイ
ンフォマティクス分野の工学修士、 計算機バイ
オロジーの PhD プログラムを用意。 物理、 数学
など異分野のポスドクトレーニングコースがある。




UNIV. of Pune Pune
計算生物学およびゲノミクス。
計算機、 通信インフラが充実。 ２大データバンク
AVIS、 VIRGEN を開発 ・ 設置。
ノ ・ タンパク質
　　の解析




































































 for Bioinformatics &
 Computational Biology）

























の 学 位 を 授 与 す る college を
高等教育機関に分類している。






出典 : 参考文献 26）を基に科学技術動向研究センターにて作成
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college 卒業者のわずか 10% 程
度に留まると報告されている 28）。
このまま何の対策もとらなけれ
ば、2010 年 に は IT-BPO 関 係













る NASSCOM は、IT 分 野 に お
いてアカデミアが供給する人材
と産業界が期待する人材像の














































経 営 大 学 院（IIM）、20 の イ ン
ド情報技術大学（IIIT）に加え、












人 材 開 発 省 と イ ン ド・ ソ フ ト
図表 10　IT オフショア候補先における専門知識を有する人材割合 (2005)
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に５校を設立する予定である。












































（3）基盤層（BoP： Base of the 
Pyramid ）の人材育成






NASSCOM’s Asses smen t 
Competence）を 実 施。 昨 年、

























































図表 11　インド人材開発省と NASSCOM による人材育成
　　　　 （The Pyramid Approach）
出典 : 参考文献 31）を基に科学技術動向研究センターにて作成


















































































































































































ト 教 授（ 元 駐 日 イ ン ド 大 使 ）、
杉 本 有 司 助 手、 拓 殖 大 学 国 際
学部 小島眞教授、インフォシ
ス テクノロジーズ社 人事部門
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